
【報告5】

   普通交付税における清掃費の算定の仕方

・標準団体として人口100,000人の自治体を想定

・一般廃棄物処理手数料（ごみ、し尿）及び諸収入を歳入として算定
・歳出から歳入を引いた額を人口100,000人で割り1人あたりの単位費用を算定（5,160円）

（単位：千円）

細目 細節 総額 使用料・手数料 一般財源（A） 単位費用（円）
（A）÷100,000人

（1）ごみ処理
費

408,981 57,257 351,724 3,517

（2）し尿処理
費

77,271 10,045 67,226 672

2.分別収集・廃棄
物減量化対策費

分別収集・廃棄物
減量化対策費

97,356 511 96,845 968

583,608 67,813 515,795 5,158

ごみ処理費（A）
一般廃棄物処理手数
料（ごみ）（B）

（B）/（A）

408,981 57,257 14.00%

普通交付税（清掃費）
（千円）

需要額
交付税措置額
（参考）

408,631 147,107
ちなみに令和6年度合志市の実際のごみ処理費は 719,751 千円です。
（し尿処理費33,993千円及び職員の人件費含まず） ごみ処理費の 20%

合計

1.清掃費

わざわざ上記の計算式を示したのは、あくまで普通交付税の算定上ではありますが、標準団体
のごみ処理費に対し一般廃棄物処理手数料の割合が示されているからです。

普通交付税の需要額は実際は自治体ごとに様々な補正が加わるうえ、最終的に自治体の全ての
需要額に対し交付されるものなので正確な数字ではありませんが、合志市の令和6年度の清掃費
の需要額に対する計算上の交付税措置は以下のとおりです。

・標準団体に係る「ごみ処理費、し尿処理、分別収集・廃棄物減量化対策費」を歳出として算定（あく
まで机上の計算。実際にかかる額とは別。）

・自治体の人口を乗じて理論上の需要額を算定
（参考）合志市 5,160円×61,772人＝318,744千円


